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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
組織の適応モデル 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上第47巻 3 号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
 組織の適応過程 
1 . 春 
1 . 1 最後の戦争 
1 . 2 改易と浪人の激増 (以上第47巻 4 号) 
1 . 3 将軍と天皇 
1 . 4 鎖国への道のり (以上第48巻 1 号) 
2 . 夏 
2 . 1 元禄時代 
2 . 2  5 代将軍綱吉と生類憐れみの令 
2 . 3 赤穂浪士の忠義 
2 . 4 芭蕉を生んだ元禄時代 
    (以上第48巻 2 号) 
3 . 秋 
3 . 1 吉宗と常識 
3 . 2 吉宗と田沼の政治手法 
3 . 3 定信の目指したもの 
3 . 4 本居宣長と国学の発展 (以上本号) 
4 . 冬 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 
3 . 秋 
組織の盛衰サイクルの第 3 の局面の秋は, 本























































こうして, 組織は 2 つの対応の間を “行きつ





















































1 . 鎖国 
2 . 参勤交代 
3 . 米本位制 












































た｡ 質問は天文, 地理, 医学, 船舶, 時計など
に及び, 輸入品も書籍に限らず, 望遠鏡, 時計, 
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この傾向に意外な角度からブレーキをかけた
のが吉宗であった｡ 1722 (享保 7 ) 年諸大名を
集め, ｢恥辱をかえりみず｣ 石高 1 万石につき
百石の割合で, 幕府に米を上納する上げ米を命
じた｡ その代償として参勤交代による江戸居住








しかし, 幕府は 8 年後の1730年には, この政













































































































































これは, 第 4 の常識の身分制度ひいては徳川
幕藩体制をゆさぶる大問題となった｡ 
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吉宗のめざしたもの 









































(1726) 年 3 月下総国小金原で大巻狩を行ったが, 



























































































語っているのが, 松浦静山の残した 『甲子夜話 
(かっしやわ)』 に書かれた逸話である｡ そこに





























描いたのは辻善之助の 『田沼時代』 (1915) で
ある｡ 
辻は, これを ｢新機運の潮流｣ として描いて












る｡ (辻善之助 『田沼時代』 p.256) 







る｡ その例として ｢銀座の者に帯刀を許した｣ 
｢殿中において御用達町人に熨火目着用を許し




る｡ (辻善之助 『田沼時代』 p.261) 
｢第 3 , 思想の自由と学問芸術の発達｣ とし
てこの時代各方面に盛んにその道の達者が輩出
したと記している｡  (辻善之助  『田沼時代』 
p.264) その例として, 漢学の隆盛, 藩学校の興
隆, 国学の展開 (賀茂真淵 , 本居宣長), 俳諧 
(与謝蕪村), 狂歌 (大田蜀山人), 小説 (上田秋
声), 絵画 (円山応挙・伊藤若沖) 浮世絵 (鈴木



















































3 . 3 定信の目指したもの 


















































じであった｡ 事実定信は将軍の不興を買い 6 年
しかその地位を保つことができなかった｡ しか
































献金させれば 1 ,  2 年分の支出をまかなうに十
分でしょう, という返答であった｡ これに対し





また, 林子平が 『海国兵談』 (1788) を刊行し
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一般に, 吉宗の諸政策を ｢享保の改革｣, 定
信の諸政策を ｢寛政の改革｣ とよぶことが多い｡ 










｢改革｣ とは本来, 常識が行き詰まったとき, 
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古い常識を ｢一新｣ するか, あるいは ｢修正｣ 
するような行動を指すものである (このうち 
｢一新｣ を “革命” と ｢修正｣ を “改革” と区










かったのであり, 彼ら自身の手で常識を  ｢一
新｣ することはおろか ｢修正｣ することすら非
常に困難だったのである｡ 従って, 江戸時代に
は改革の名にふさわしい政策は基本的に困難だ





政策は, 財政再建, 新田開発, 米価政策, 法整










































































を決め, 林羅山をお抱えの学者とした｡ つぎに 
5 代将軍綱吉は老中や諸大名を相手に自ら ｢大


























ところから出発した｡ 日本には, ｢万葉集｣ と
いう歌集があるほか, ｢古事記・日本書紀｣ とい











契沖 (けいちゅう) (1640-1701) である｡ 契沖は
日本の古典文芸の研究にあたって実証的な研究
方法の基礎を築いたといわれている｡ それをつ





















っとうしながら, そのかたわら, 研究を続け, 
子弟に教えつづけた｡ 





ました｣ という｡ 賀茂真淵が伊勢, 山城などの
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集｣ を最高とし, その ｢ますらおぶり｣ を評価






け軸がある｡ その賛に ｢しき嶋の やまとごこ














からんでくる｡ たとえば, 古事記の冒頭に ｢天
地初発之時｣ と書かれている｡ これを宣長は 

















て ｢古事記｣ の研究をすすめ, 『古事記伝』 44









































































載ののちまとめた 『本居宣長』 (1977) は大き
な話題になり, 宣長が過去の思想ではないこと
を示した｡ 






















｢組織の適応モデル｣ によれば, 組織の秋は, 





































の ｢享保の改革｣, 定信の ｢寛政の改革｣ が言
われている｡ しかし, 改革を ｢目新しい変化を
ともなうもの｣ とすれば, この俗説は (後の水
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